


　6月1日から、アメリカザリガニとミシシッピアカミミガメが「条

件付特定外来生物」に指定されます。これは、もともと日本には生

息していなかった外来種であるアメリカザリガニとアカミミガメが

これ以上、野生で広まらないよう、他の水辺へ移動させたり、野外

へ放したり、販売することを禁じる法律で、日本の自然環境を守る

ために決定されました。この2種類の生きものが日本の自然環境で暮

らすことが、その環境に強い悪影響を生むためです。

　私がその悪影響を知ったのは、図鑑で見た憧れの生きものであっ

たタガメやナミゲンゴロウが、既に東京で絶滅している事を知った

ときです。アメリカザリガニやアカミミガメは、水草を食べ、池沼

を水草のない環境に変えてしまいます。そうすると、水草につかま

って体を休めたり、身を隠したりして暮らしていたタガメやナミゲ

ンゴロウは棲み処を失い、天敵に捕食されたり、食べものを得られ

ず死んでしまいます。水草は多くの生きものにとって欠かせない、

環境の基盤となるものです。そんな、水草を食べ尽くし、環境を変

えてしまうアメリカザリガニとアカミミガメは、確かに日本の環境

において、いない方が良い生きものなのでしょう。

　しかし、連れてこられただけの外来種であるアメリカザリガニや

アカミミガメに罪があるわけではありません。私も子どものころ、

近所の公園でザリガニ釣りをしたり、水辺で日向ぼっこをしている

アカミミガメをただ眺めたりした時間を、楽しい思い出として今な

お覚えています。彼らは良き遊び相手であり、今でも大好きな生き

ものです。しかしこれからは、その付き合い方を変えていく必要が

あります。日本の環境を守るため、せめて今いる水辺からは移動さ

せないよう、飼うのであれば最後まで愛情をこめて飼育し決して逃

がさないよう、皆で協力していけたらと思います。（野間）

5/13  アヤメ　水元かわせみの
里の営巣壁付近で咲いていた。
花はカキツバタやハナショウブ
とよく似る。

5/6 シジュウカラの幼鳥　
水元かわせみの里に設置した巣
箱から巣立った。

5/9 キビタキ　バードサンク
チュアリで見られた。木の高い
所で、美しい声で鳴いていた。

5/13 アズマヒキガエルの幼体
水元かわせみの里カエル池近く
で見られた。体長1cm前後。

日々変わりゆく小合溜の自然を、
お散歩隊が見つけて紹介します！発見!お散歩隊がゆく

4/30 ヒメコブスジコガネ　動
物の糞や死骸、鳥の羽などを食
べる糞虫の一種。タヌキの溜め
糞に潜り込んでいた。

5/12 サイカチ　キャンプ場
近くで咲いていた。開花期間
は一週間と非常に短い。

● 写真を撮った場所を地図上に示してありますが、他の場所でも見られます。皆さんもぜひ見つけてみましょう。２

専門員コラム 「ザリガニとアカミミガメのこれから」
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